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　　俺の箱根駅伝（後編）
　2020 年 1 月 2 日は恒例の箱根駅伝が開催される日，応援に行こうと計画していたが不覚にも寝坊，私
は買ったばかりのロードバイク・ビアンキに飛び乗り，世田谷区の自宅から必死にペダルを踏んだが，駅
伝ランナーにはなかなか追いつかず，横浜⇒鎌倉を経由して国道 1 号線を爆走中（ここまで自宅から 50 
km）…というのが前編のサマリー．左に海を眺めながら藤沢⇒平塚⇒小田原までくると，道路標示で前
方に箱根の文字が飛び込んでくる．既に自宅から 95 km 走行したが，ランナー達には結局追いつかない．
自転車でこれだけ走ったのは初体験，さすがに疲労が溜まってきたが，それでも「いよいよ箱根路だ！」
…と気を引き締めて国道 1 号線の上り坂に入る…が，走ってみると意外と大したことはない．6 km ほど
走行すると箱根湯本に到着．さすが俺のビアンキ，前方に芦ノ湖の道路標示，箱根なんてチョロイ！
　ところがここから先に地獄が待っていた．どんどん斜度がキツくなってくる．11 段変速のビアンキの
ギアを最低に落としてもなかなか進まない．いいかげん 30 分ほど走って太ももはパンパン，膝はガクガ
ク，全身汗でグッショリ，満員の観光客を乗せた路線バスが強烈なエンジン音と排気ガスをこちらに吹き
かけながら次々と脇を追い抜いていく．バスの乗客達がこちらを奇異な目で見ている．「あの人何やって
るの？」ちょっと休んで再びサイクルコンピュータに目をやって愕然，まだ 3 km しか走っていない．こ
こから芦ノ湖まで 14 km，標高差 750 m の登りが残っていることを知り，心が折れそうになる（; △ ;）．

「駅伝の奴らはこんな所を疾走したのか」ここで引き返しては男が廃る，しかしペダルを必死にこいでも
前に進まない，もう夕方 5 時を過ぎ暗くなってきた．街灯は無く，周りにそびえ立つ山々が巨大な黒い影
となって不気味にのしかかってくる．「俺はこのまま遭難して凍死するのか…」最後の 3 km はどうして
もペダルをこぐことができず，ビアンキを手で押して登った．歩くには到底適さないサイクルシューズが
足に食い込む．ところどころ「中央大学」「東海大学」など，駅伝チームの旗がなびき，これに背中を押
されてやっと外輪山の最高地点に到達，あとは芦ノ湖まで標高差 170 m を猛スピードでダウンヒル，「ブ
レーキなんてかけてたまるか！」周りは真っ暗，気温は零下，体中の汗が凍るほど冷たい風を全身に受け
ながら芦ノ湖畔に 6 時 30 分に到着し，全走行距離 120 km の勝負を終えた．駅伝の選手達は午後 1 時 30
分には全員が芦ノ湖にゴールしたとのこと，私が到着したときには選手や応援団の陰も形も無かったが，
厳しい 1 日を彼らと共有したという充実感が，人知れず私の冷え切った体を満たしたのであった．俺の箱
根駅伝，まさに 2020 年の“初”勝負に相応しい戦いであった！　 （田邉　稔）
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